
　
令
和
６
年
11
月
11
日
か
ら
13
日
の

日
程
で
、
奈
良
県
宇
陀
市
、
厚
生
労

働
省
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
県
宇
陀
市
で
は
「
宇
陀
市
移

動
診
療
車　
Ｕ
ｄ
ａ　
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｅ　
Ｃ
ｌ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
（
※
以
下
、
Ｕ

Ｍ
Ｃ
）」
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。　

　
奈
良
県
宇
陀
市
は
市
域
全
体
が
法

に
基
づ
く
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
相
次
ぐ
医
療
機
関
の
閉
院
に

よ
る
地
域
医
療
体
制
の
脆
弱
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
対

策
と
し
て
宇
陀
市
立
病
院
に
導
入
さ

れ
た
の
が
「
Ｕ
Ｍ
Ｃ
」
で
す
。

　
「
Ｕ
Ｍ
Ｃ
」
は
、
超
音
波
撮
影
装

置
や
Ｘ
線
撮
影
機
器
、
血
液
・
尿
検

査
機
器
等
の
各
種
医
療
機
器
を
搭
載

し
、
一
般
的
な
診
療
所
と
同
等
レ
ベ

ル
の
診
療
を
実
施
で
き
る
高
性
能
な

移
動
診
療
車
で
、
主
に
慢
性
疾
患
・

急
性
疾
患
の
よ
う
な
「
一
般
内
科
」

や
怪
我
の
処
置・縫
合
と
い
っ
た「
創

傷
処
置
」
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｕ
Ｍ
Ｃ
」
は
曜
日
と
時
間
、
場

所
を
決
め
て
診
療
を
実
施
し
て
お

り
、
診
療
場
所
に
は
集
会
所
等
の
地

域
の
身
近
な
施
設
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。「
Ｕ
Ｍ
Ｃ
」
は
必
要
経
費
や

医
師
の
確
保
等
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

も
の
の
、
過
疎
地
域
の
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
」
の
概
要
及
び

対
象
事
業
に
関
す
る
事
柄
や
、
医
師

数
の
推
移
及
び
医
師
の
地
域
偏
在
・

診
療
科
偏
在
に
関
す
る
事
柄
、
地
方

に
お
け
る
産
科
不
足
や
そ
の
対
策
に

関
す
る
事
柄
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
医
師
の
偏
在
に
つ
い
て

は
、
国
も
「
医
師
偏
在
の
是
正
に
向

け
た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
策
定
し
、
本
格
的
な
対
策
に
取
り

組
む
よ
う
で
す
。
一
般
的
に
、
地
域

に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
構
築
は

各
都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
も
の
で
す
が
、
市
議
会
で
も
当

事
者
意
識
を
も
っ
て
情
報
収
集
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
10
月
16
日
か
ら
10
月
18

日
の
３
日
間
の
日
程
で
、
内
閣
府
、

総
務
省
、
埼
玉
県
加
須
市
、
長
野
県

佐
久
市
、
山
梨
県
甲
府
市
に
て
、
今

後
の
本
市
に
お
け
る
移
住
定
住
施
策

等
の
拡
充
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
省
で
は
国
の
移
住
定
住
支
援

に
関
す
る
考
え
方
や
、
各
自
治
体
の

成
功
事
例
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
ま
し
た
。
国
の
支
援
策
に
つ
い

て
は
各
自
治
体
取
り
組
み
を
後
押
し

す
る
画
一
的
内
容
で
あ
る
た
め
、
各

自
治
体
が
特
徴
的
な
独
自
の
支
援
策

を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
今
後

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
総
務
省

に
お
い
て
は
今
後
の
多
様
な
行
政

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
各
自
治
体

の
業
務
効
率
化
に
関
す
る
事
例
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
す
る
に
は
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

（
住
民
と
の
接
点
）
に
お
け
る
効
率

化
が
必
要
で
あ
る
旨
を
認
識
し
ま
し

た
。

　

加
須
市
や
佐
久
市
に
お
い
て
は
、

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ま
し
た
。
両
市
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
移
住
定
住
の

促
進
に
は
注
力
し
て
お
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
て
そ
れ
に
特
化

し
た
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
的
で
あ
り
、
加
須
市
に
お
い
て

は
視
覚
的
効
果
の
高
い
動
画
配
信
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
、

ロ
ケ
地
誘
致
等
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
有
効
に
展
開
し
て
い
る

点
、
佐
久
市
に
お
い
て
は
市
外
の
人

材
や
目
線
を
取
り
入
れ
な
が
ら
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
市
政
に
反
映
し
て
い

け
る
仕
組
み
を
作
り
、
市
の
魅
力
発

掘
と
発
信
に
大
き
な
成
果
を
出
し
て

い
る
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
久
市
に
お
い
て

は
空
き
家
の
有
効
活
用
と
移
住
者
の

居
住
に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
宅
建
業
界
や
不
動
産
業

界
と
連
携
し
て
事
業
展
開
し
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
点
で
す
。

　
山
梨
県
甲
府
市
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｒ
機
能
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り

入
れ
た
防
災
ア
プ
リ
に
関
す
る
説
明

を
受
け
、
そ
の
高
い
完
成
度
は
本
市

も
十
分
に
倣
う
必
要
が
あ
り
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
本
市

の
防
災
ア
プ
リ
の
再
設
計
は
検
討
す

べ
き
重
要
な
案
件
と
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
各
自
治
体
の
成
功
事
例
や
取
り
組

み
を
参
考
と
し
、「
既
存
の
や
り
方

か
ら
脱
却
し
た
新
た
な
視
点
に
よ
る

新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
」
を
軸
に
、
本
市
の
市
政

進
展
に
寄
与
す
る
提
言
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

山梨県甲府市役所にて
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令
和
６
年
10
月
15
日
か
ら
17
日
の

日
程
で
、高
知
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

高
知
大
学
Ｉ
Ｏ
Ｐ
共
創
セ
ン
タ
ー
を

視
察
研
修
し
ま
し
た
。
今
回
の
視
察

目
的
は
、本
市
の
農
業
課
題
で
も
あ
る
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
、
農
業
技
術
の
継
承
、
作
業
の
省

力
化
等
へ
の
取
組
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
デ
ー
タ
駆
動
型
ス
マ
ー
ト
農
業

を
視
察
し
伊
達
市
版
ス
マ
ー
ト
農
業

を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
デ
ー
タ
駆
動
型
ス
マ
ー
ト
農
業
と

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
人
工
知
能

を
活
用
し
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
栽

培
に
最
適
な
環
境
を
つ
く
り
、
単
位

面
積
当
た
り
の
収
穫
量
を
高
め
る
農

業
の
取
組
で
す
。

　
高
知
県
は
森
林
面
積
が
多
く
耕
作

地
面
積
が
極
め
て
少
な
い
。
耕
作
地

面
積
は
47
都
道
府
県
中
42
位
、
し
か

し
、
野
菜
な
ど
の
園
芸
作
物
の
算
出

額
は
全
国
17
位
で
す
。
こ
れ
は
、
生

産
品
目
を
選
択
、
集
中
さ
せ
な
が
ら

狭
い
面
積
で
も
収
穫
で
き
る
・
単
価

が
高
い
・
周
年
出
荷
で
き
る
・
他
県

が
作
ら
な
い
園
芸
作
物
を
中
心
に
生

産
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ナ
ス
、
ニ
ラ
、
し
ょ
う
が
、
ゆ
ず

の
生
産
量
は
全
国
１
位
で
あ
り
、
白

菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
年
１

回
し
か
採
れ
な
い
の
で
作
ら
な
い
。

理
由
は
、
土
地
利
用
型
作
物
で
あ
る

こ
と
、
重
量
野
菜
で
あ
る
こ
と
、
単

価
が
安
い
た
め
で
す
。
ま
た
、
狭
い

耕
作
面
積
で
農
業
所
得
を
上
げ
る
た

め
に
、
反
収
量
（
単
位
面
積
あ
た
り

の
収
量
：
生
産
効
率
）
に
力
を
注
ぎ

デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
を
進
め
た
結
果
、

耕
作
面
積
当
た
り
の
産
出
額
は
、
１

ｈａ
当
た
り
６
３
８
万
円
で
全
国
１
位

と
な
り
、
２
位
の
山
梨
県
の
約
１・４

倍
あ
り
独
走
し
て
い
る
状
態
に
あ
り

ま
す
。福
島
県
は
１
１
８
万
円
で
す
。

　
反
収
量
を
上
げ
る
た
め
に
は
高
い

技
術
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
世
界
一

の
園
芸
先
進
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
と

２
０
０
９
年
に
農
業
協
定
を
結
び
技

術
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
農
業
は
経
験
と
勘
に
た
よ

り
な
が
ら
、
温
度
を
中
心
に
管
理
す

る
方
法
が
主
流
で
す
が
、
高
知
県
で

は
、
温
度
・
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
を

作
物
の
生
育
状
況
（
樹
勢
）
や
日
射

量
に
応
じ
て
総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
き
栽
培
管
理
す

る
農
業
を
全
県
に
普
及
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
Ｉ
Ｏ
Ｐ
デ
ー
タ
駆
動
型
農

業
に
つ
い
て
研
修
し
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
農
業
の
有
意
性
、
将
来
性
に
つ

い
て
学
び
、
生
産
者
支
援
体
制
、
関

係
機
関
に
よ
る
連
携
体
制
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
１
月
20
日
か
ら
21
日
の

２
日
間
の
日
程
で
、
岩
手
県
盛
岡
市

議
会
、
奥
州
市
議
会
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
「
議
会
改
革
の
取

組
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
盛
岡
市
で
は
「
主
権
者
教
育
に
つ

い
て
」
研
修
、
平
成
27
年
６
月
の
公

職
選
挙
法
改
正
（
選
挙
権
年
齢
18
歳

引
き
下
げ
）
に
よ
る
高
等
学
校
に
お

け
る
教
養
の
教
育
と
政
治
的
活
動
等

に
つ
い
て
の
取
組
と
し
て
、「
盛
岡

市
議
会
高
校
生
議
会
」
を
開
催
、
次

代
を
担
う
高
校
生
が
選
挙
及
び
政
治

並
び
に
身
近
な
地
方
行
政
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
生

と
議
会
側
が
互
い
に
考
え
を
知
る
機

会
と
な
り
、
高
校
生
の
声
を
市
政
へ

と
繋
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
の

政
治
意
識
の
向
上
に
資
す
る
行
事
と

し
て
「
も
り
お
か
ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
お
で

か
け
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
、
議

員
が
大
学
に
出
向
き
大
学
生
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
政
策
提
言
に
活

か
し
て
い
ま
す
。

　

奥
州
市
議
会
で
は
、「
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
取
組
」
を
研
修
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
８
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

ケ
ー
ト
や
生
成
Ａ
Ｉ
災
害
時
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
な
ど
推
進
方
針
を
策
定
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
を
活
用
し
、

安
否
確
認
や
グ
ル
ー
プ
名
に
よ
る
情

報
共
有
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ

字
幕
シ
ム
テ
ム
に
よ
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
視
聴
可
能
な
た

め
、
専
門
用
語
が
ふ
り
仮
名
付
で
表

示
さ
れ
、
耳
の
聞
こ
え
に
不
安
な
方

や
、
小
中
学
生
で
も
わ
か
り
や
す
く

議
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
主
権
者
教

育
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
出
力
で
き
る
た

め
、
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
会
議
規
則
を
改
正
し
て
議

場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
と
し
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
表
示
可
能
に
改
修
し
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
開
催
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、会
議
録
の
電
磁
的
記
録
化・

電
子
署
名
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
先
進
地
の

取
組
等
を
学
ぶ
こ
と
で
、
議
会
と
市

民
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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